



































実施日 ７月４日～５日 ７月６日～７日 ７月５日～６日









講師 近藤彩氏・金孝卿氏 渡部淳氏 渡部淳氏・植原久美子氏
参加形態 会場参加 会場参加 会場参加＋オンライン参加
参加人数 １４名 １７名 会場：１６名、オンライン：１４名







































































































































































































































































































































育実践と JF 日本語教育スタンダード活用の可能性－２０１０年度 CEFR‐JF 日本語教育スタンダード論
集』
<https : //goo.gl/ijgk5J>（２０１８年９月１日）
（６）Zoom の概要については以下のウェブページを参照のこと。
<https : //zoom.us/jp-jp/about.html>（２０１８年１１月２０日）
（７）本稿では、筒井（２０１７）や田原（２０１７）に従い、４で触れているように、会場（リアル）とオンライン
の場が並行して進みながら双方向でやりとりが行われるという意味で「ハイブリッド」という用語を使
用している。
（８）以下のページに公開されている。
『２０１６年度欧州日本語教育研修会 ケース集～ビジネスコミュニケーション教育のリソース作成の試み』
<https : //sites.google.com/site/nihongomcjp/home/kenshuu/autre/alsace/>（２０１８年９月１日）
『２０１７年度欧州日本語教育研修会成果物 「共同フォトレポート」』
<https : //sites.google.com/site/nihongomcjp/home/kenshuu/autre/formation_enseignants_jp_europe/
session2017>（２０１８年９月１日）
（９）様々な機能を備えた有料のプランや法人向けのサービスも用意されている。
<https : //slack.com/intl/ja-jp/pricing>（２０１８年９月１日）
（１０）Slack には音声通話とビデオ通話の機能が搭載されている。無料サービスでは一対一での通話ができる。
（１１）パリ日本文化会館日本語事業部が取得したプロアカウント（有料）では、最大１００人の参加者による会
議を開催できる。基本アカウント（無料）でも、１００人の参加者とのビデオ通話が４０分間可能である。
（１２）２０１７年以降はパリで本研修を行ったため、通称「パリ研修」と呼ぶこともあり、勉強会のタイトルが「パ
リ研修」となっている。
教師の継続的な学びを支える研修と学習コミュニティーのデザイン
－77－
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